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〔(社)日本家政学会

日本経済新聞「私の履歴書」より(第i報）

　【目的】伝記とりわけ自叙伝は、著者の人柄を余すところなく伝えるものであり、非常に
興味深いものがある。本報は。日本の各界で活躍し文化の発展に貢献した人々の。成長過

程における家族関係からの影響。およびその結果としての人生観・家庭観・教育観などを
分析することを目的とする。

　【方法】日本経済新聞社が刊行した『私の履歴書　文化人』（全2 0巻）を資料とした。

これは、日本経済新聞が文化欄に連載している「私の履歴書」の中から、作家、画家、芸
能人、学者などを中心に編集したものである。

　【結果】新聞掲載時期は昭和3 1～57年、掲載者数は15 0名、掲載時の年齢は5 3～
９ 7歳、出生時期は明治２年～大正６年、性別は男1 4 0名、女1 0名、専門分野別では

大まかに４分類すると作家4 2名。画家3 0名、芸能人3 7名、学者4 1名である。
①「私」の履歴書といっても、父母や祖父母のみならず先祖まで遡っての記述が目だっ。

②本人は結果的には長寿の部類に入るであろうが、幼少時には病弱であった者が多い。
③「家」制度の時代を反映してか、養子縁組みが多く見られる。出生順位は重要である。

④兄弟姉妹は多いが。まさに多産多死で。本人は貴重な生き残り的存在である。

⑤生家の家運や経済状態は、概して、元来は隆盛かつ豊かであったが、その後時代の急激

な変化の中で、衰退し下降傾向にある。　これは本人の進路選｡択に影響を与えがちである。
⑥父母の言動は何よりも重要で影響力が大であるが。これに劣らず祖父母の姿も幼少時の
鮮烈な印象として残り、本人の人格形成に一役買っている。

2Yp－ ９ 老人介護者のストレスに対する対処資源の緩衝効果
信州大教育○松岡英子

　目的　在宅老人介護者のストレスは、ストレッサーである老人の心身の症状、問題解決

の手段である資源の布置、介護意識、コーピングの様態などの要因に影響されること力寸旨

摘されている。本研究は在宅寝たきり老人の介護者のストレスを軽減させると考えられる

要因のうち「対処資源」に着目して、ストレッサーが介護者にもたらすストレス反応を弱

めたり、消失させる作用であるストレス緩衝効果を探ることを目的とする。

　方法　長野県長野市の寝たきり老人台帳に登録されている全ての老人の主たる介護者

　（873名）を対象とした調査から得られたデータ（有効回答率は81.6％、有効票712名）を、

分散分析などの手法を用いて分析する。分析概念のうち、ストレッサーは老人の身体的障

害の程度、痴呆の程度、介護量の変化によって評価した。対処資源は個人資源、家族資源、

家族外資源に区分し、さらに家族資源は人的レベルと物的・経済的レベルに二分した。

　結果　ストレッサー、資源、ストレス反応の３変数の関係を捉えるために、３種類のス

トレッサーと1 6種類の資源の全ての組み合わせ（48組）に関して、個別に分散分析を行

い、主効果と２次の交互作用効果を分析し、緩衝効果を３タイプに分けた。ストレス反応

に対する３種類のストレッサーの主効果は、全ての分析において有意である。いずれも低

ストレッサー群は高ストレッサー群よりもストレス反応の平均得点が低い。 16の対処資源

のうち３つのストレッサーのいずれにも緩衝効果を示さなかったのは、人的レベルの家族

資源である副介護者の有無と介護分担である。 48組の分析のうち29組にストレス緩衝効果

が認められ、資源が良好に機能する条件づくりの重要性が示された。
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